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人と人とのつながりがきらりと光る塩田
◎さが未来スイッチ交付金事業
　①耕作放棄地（荒廃田・畑）活用
　　　昨年からの継続として、「耕作放棄地有効活用委員会」の主導により、今年も、佐賀県と嬉野市の補助金を活用しながら、管内約６０アールの荒廃田・畑に「ソバ」を播きます。裏作品目としても検討されております。蒔き付けは８月下旬で、収穫は１１月下旬の予定です。
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　　ィ、　塩田小学校区内（１４区）の現況は、山間部を主として耕作されず、荒れていく田・畑が増加し、また、６５才以上の割合が３２．１％（２７．１０月時点）と嬉野市の平均を上回り、その傾向は更に増加の一途の予想です。そういう中、子供から高齢者まで「食」を通してコミュニケーションを図る材として、「ソバ」を考えました。
　　ロ、 「ソバ」を栽培することにより、高齢化対策とともに、農地の有効活用が図られ、些少ではあるが地域の活性化に繋げることができる・・・・・と考えました。更には、ソバ打ち体験・・ソバを使った料理・・試食会などを開催することで、人の交流ができるはずです。
　　ハ、　「塩田蕎麦の会」を設立し、みんなで体験・挑戦をしてソバつくりに取り組みます。あなたも参加しませんか？
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今年度第１回　地区防犯連絡会を開催しました
大雨、台風、地震などの自然災害、そして野焼きを含めた火災発生‼　　災害はありとあらゆる角度から襲ってきます。しかも、いつ来るかはわからない。その時のための備えのために、日頃から留意をしましょう。７月２９日にコミュニティ地区防災連絡会としての活動内容の検討をしました。皆さん今年度も是非ご協力下さい。下表のように実施、計画をしました。
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月

	布手訓練
	土砂災害机上訓練
	ＡＥＤ講習
	防災連絡会
	

	１２月
	２９年１月
	２月
	３月
	

	
	文化財防御訓練
	避難訓練（美野）
	防災連絡会
	


◎７月１０日　布手地区　防災（火災）訓練実施
避難誘導・ＡＥＤ取扱・消火器取扱・消火栓接続の訓練を地区住民の参加で開催されました。布手区は毎年開催されています。実際にモノを扱うことにより、それが経験となり、イザという時に役立つものです。訓練というのは参加することが大事です。各区でも実施して下さい。　
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親子ふれあい　観音さん灯籠まつり
塩吹区では、夏休み前に唐渡庵で毎年、観音さん灯籠祭りが開催されます。今年は７月１７日でした。以前は、子供達だけの出し物で寸劇などがあっていましたが、現在は、子供・女性部・壮年会・老人会と区揚げての催しとなりました。その中で、今年は、子供達とのふれあいをしていこうとの発想により女性部が“七夕かざり”の共同作業をしました。子供達は、それぞれが短冊に願い事をかき、笹に結びお祈りをしました。その模様をお伝えします。


　　ウナギとカニの放流　　　　　　　　　　　　　役員視察研修会
　　　７月１４日　小学４年生が塩田川に　　　　　８月３日熊本県山都町白糸第一自治振興会視察
　　　ウナギとカニの稚魚を放流しました　　　　　昨年、研修をさせて頂いたところです。地震、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大雨で大きな被害があったところです。災害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対する、地域としての相互扶助について勉強
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　してきました。
　
　　　◎お知らせコーナー　
　　　　８月の行事　　　１９日　　「塩田蕎麦の会」発会
　　　　　　　　　　　　２８日　　ソバ蒔き作業
塩田地区地域コミュニティ運営協議会
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